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「亀戸大根」の栽培は、江戸時代末期の丈久年間（1861～64年）に始まり、

現屁の江東区亀戸の香取神社周哩が栽培の中心地であったとされます。栽培が盛

んであった明治の項には、「おかめ大根」とか「お多福大破」と呼ばれていました

が、大正初期には産地の名を付して「亀戸大根」と呼ばれるようになりました。

その当時、娘も葉も丸ごと浅漬けにしておいしい「亀戸大根」は、江戸っ子に

大変な人気であったようです。その後、東京の都市化に伴い生産貴は激減しまし

たが、最近では江戸東京野菜として改めて注目されるようになり、料理店やシェ

フからの注文や、地元の伝線野菜として直売所や学夜給食などへの出荷が増えつ

つあります云



小冷菓発祥の地、江戸川区の後閑種苗が、昭和25年（1950年）より晩生小冷

菓の一系統から集団遽故を続けて固定、昭和38年（1963年）に「ごせき晩生」

と命名し、市販しました。トウ立ちの遅い晩抽象で、多収性を目標に育成した晩

亜性品種です。葉は大きく、厚く、基部まで伸び、食・味が良く、甘く、柔らかい

小姑菜です。

「小冷菓」は入代将軍・徳川吉宗が鷹狩恒こ出かけたおり、昼食をとるために立

ち寄った小姶川村（現屁の江戸川区）の神社で出された澄し汁の具材の「青菜」

をたいそう気に入り、まだ名前のなかった「青菜」に、地名を入れた「小冷菓」

と命名したとの説があります。「ごせき晩生」は江戸時代から食べられていた純系

の小冷菓に最も近い品種と考えられます。



「寺島ナス」は、江卵寺和こ寺島村（現屁の墨田区東向島付近）で栽培されて

いたナスで、大正12年（1923年）の関東大震叉により一度途絶えましたが、平

成になってヰび栽培されるようになりました。「蔓紬チ戌（っるぼそせんなり）ナ

ス」とも呼ばれ、枚は細く、丸みのある卵形で光沢のある実をたくさん着けます。

果実は、一般的なナスよりも小振りで7月～9月に収覆します。また、果肉は良

く締まり、甘みがあり、漬け物のほか炒め物などにも通します。最近では江戸東

京野菜として注目されるようになり、栽培が増えています。北多摩地域では庭先

販売や直売所などで見かけるようになりました∴食味の良さから今後、生産が増

えることが期待されています。



「馬込半白キュウリ」は、明治時代に太田区馬込の打尽梅次郎氏によって改

良された品種です。現屁、一般に食されているキュウリは、果皮が緑色でイボ（と

げ）が白い華北系品種ですが、このキュウリは、果実の柄に近い部分が緑色で、

そこから先端に向けて全体が白く、黒いイボを待つ華南系品種です。食感は軟ら

かく、浅漬けやサラダに通します。果皮の黄化が♀いため、鮮度が求められ、現

底のキュウリ品種に比べるとウリ類独特の苦みがあり、懐かしい風味を巣しめま

す。最近では江戸東京野菜としてヰび注目されはじめています。北多摩地域で

は直売所をはじめ、貴販店の地場野菜コーナーなどで見かけるようになりました。

個性的なビジュアルとテイストを是非、お巣しみください。



「馬込三寸ニンジン」は、太田区馬込で明治時代から大正時代にかけて日本

に伝わった西洋ニンジン「砂村三寸」と「川崎三寸」の交配により作出され、昭

和25年（1950年）に種苗名称登餐されました。江戸東京野菜の中では比較的

新しい野菜です。鮮やかな朱色で、長さは約10cm（3寸）、円錐形で鬼が丸みを

帯び、柔らかで甘く、和食やカレーに通します。


